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X29a 赤方偏移 z = 7.2ライマンα輝線銀河の遠赤外線 [O iii] 88 µm輝線の検出
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赤方偏移 z = 7.2のライマン α輝線銀河からの [O iii] 88 µm輝線をALMAバンド 8で観測し 5.3σで検出した。
一方、ALMAバンド 6の観測で [C ii] 158 µm輝線は [O iii]の位置では検出されず、また、いずれのALMAバン
ドでもダスト連続光は検出されなかった。NB1006, J , H, K, 3.6-µm, 4.5-µmの測光値と、ALMAによる [O iii]
88 µm輝線光度、赤外線光度を制限としたスペクトルエネルギー分布フィットにより、重元素組成は太陽の 10分
の 1、星形成率は 300 M⊙ yr−1、星形成年齢は 1 Myr、星質量は 3億M⊙、ダスト減光はEB−V = 0、電離光子脱
出率は 50%を最尤値として得た。ライマン α輝線と [O iii]輝線の速度差は、この銀河のMUV = −21.5 ABから
すれば小さい値∆vLyα = +110 km s−1であり、この銀河の星間中性水素量が少ないことを示唆する。また、主に
PDRなど中性水素ガス雲から放射される [C ii]輝線光度が [O iii]輝線光度の 12分の 1未満 (3σ)であることも、
星間中性水素量の少なさを示し、先に述べた高い電離光子脱出率と整合的である。宇宙論的流体シミュレーショ
ンから得たMUVの近いモデル銀河と比較したところ、[O iii]輝線光度と太陽の 10分の 1の重元素量は整合的で
あるが、観測されたダスト赤外線光度はモデルの数分の 1未満であった。この銀河のダスト/重元素比が 20%未満
であることを示唆する。以上の諸性質はこの銀河を再電離光源のプロトタイプたらしめるかもしれない。


